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香り付き肌着の着用か視覚認知に与える影響

　　　　　○藤村明子* 洋井久子¨　古賀良彦¨゛大野静枝゛

　　　　　　　(゛日本女大、¨富山県繊維研、＊¨杏林大)

　　《目的）近年、生活空間の快適さの要求から、繊維製品のニオイが注目され、嫌なニオ

イに対する防臭、消臭、脱臭法の開発や、良いニオイを付加することへの関心か高まり芳

香繊維が開発されている。本研究は実際に市販されている香り付き肌着が、視覚による情

報処理機能に及ぼす影響を事象関連電位（ERP）を用い検討したものである。

　　《方法>肌着として、ひば、ペパーミントの香り付き綿丸首半袖シャツと、レモン、ペ

パーミントの香り付き綿タンクトップ、および対照としてそれぞれの未加工品（香りなし）

の計６種類を用いた。健康な大学生32名（男性lZ名、女性20名）は、各肌着の着用下で視

覚オドボール課題により　Fz、Cz、Pz、P3、P4の5 部位より両耳采連結を基準として

脳波を導出した。得られた脳波より、目標刺激の100 msec前より1024 msec の間について

オフラインで解析し、20回試行の加算によりERPのP300成分を記録し、P300 成分の頂点に

おける潜時および振幅を求めた。

　　《結果》P300成分の出現時間と振幅は、着用肌着の種類、および被験者の香りの好みに

より異なった。これらのことより、各香り付き肌着は視覚情報処理過程に対して異なった

形で作用するものと思われる。香りの種類よりも香りの好みにより差が認められ、好きな

香りの肌着着用時にはP300潜時が速くなり、振幅は好まない香りの肌着着用時に有意に小

さかった。好きな香りは視覚人力処理の速度を速める効果があり、好まない香りはその処

理に配分される情報処理資源の量を減少させる働きがある可能性が示唆された。
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顛纏の闘と中ﾜﾀの肢的錯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芳住邦雄　（共立女大）

1.現代社会における多様な廃棄物の処理は、重要な社会経済上の問題である。

廃棄される布団について見るに、東京都2 3区内の粗大ゴミとして処理される量･
は年間３０万枚にも及んでいる。しかし、その種類および中ワタの構成について
の詳細な情報は、皆無に近い。本研究では､こうした廃棄布団の実態を実査によ
り把握することを目的として実施した。

2 .東京都清掃局によって平成７年1 0月に粗大ゴミとして収集された廃棄布団
を調査対象とした。中央防波堤処理場において、5 5 0枚を検体として抽出した。
その廃棄布団の外観と布団側の切り開きにより種類および中ワタを識別した。
3 .廃棄布団の種類では、敷布団が、5 4％強で最も多く、次いで掛け布団が４
０％となっていた。コタツ布団は、6 %程度であった。布団の種類ごとにおける

中ワタの比率でみると、掛け布団では、綿が4 5％で、ポリエステルが4 0.5
％であり、綿とポリエステルの混紡の8. 6 ％を含めると、この２種類が、掛け
布団を合半ばしている特徴が読み取れた。一方、敷布団では、綿が７割で極めて

高い比率であり、ポリエステルは、7.4％と掛け布団に比較して低い比率とな
っている。コタツ布団では、ポリエステルが8 4％と廉価なためか圧倒的な占有
率となっており、残りは、綿となっていた。以上により、今後の廃棄物処理の施
策に資する有為な結果が得られたと言える。
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